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2020年2月27目 、 安 倍 首 相(当 時)は3月2Nか ら春 休 み に 人 る ま で 、 全 国 の 小 ・中

学 校 、 高 校 、 特別 支 援 学 校 を臨 時休 業 にす る よ う要 請 した 。 学 校 を 臨 時 休 業 とす る権 限 は

首 相 に は な い1)が 、 結 果 的 に は学 校 の ほ とん どが 休 校 とな っ た。 第 二 次IH:界 人 戦 中 も学 校

は休 校 と され る こ とは な く、 これ は 我 が 国 の 学 校 教 育 史 トか つ て な か っ た こ とで あ っ た 。

そ の 後 本 休 み が 明 け 、4月1[時 点 で は 一 斉 休 校 は延 長 され な か っ た が 、4H7[に7都 府

県 に 「緊 急 事 態 宣 言 」が 出 され 、16Uに は 全 国 に拡 大 され 、そ の結 果4月22Uの 時 点 で 、

全 国 の 国 公 私 立 学 校 の94%が 休 校(休 校 の決 定 を含 む)と な っ た(文 部 科 学 省 「新 型 コ ロ

ナ ウ ィル ス感 染 症 対 策 の た め の学 校 に お け る臨 時 休 業 の 実 施 状 況 に つ い て 」)。 そ の 後 、

緊 急 事 態 宣 言は5月25日 に解 除 され 、6月1日 時 点 で ほ とん どの 学 校 が 再 開 した2)。

この 間 、 子 ど もた ちや 学 校 は多 人 な 影 響 を 受 け た。 そ して 、 そ の 影 響 や そ の 後 の教 育 課

程 を は じめ と した 教 育 の あ り方 に つ い て も、 多 く の議 論 を生 み 出 して い る。 例 え ば 、 日本

教 育 学 会 は 、 「パ ンデ ミ ッ ク と教 育:学 び を支 え るた め に何 が 必 要 か 」 とい うテ ー マ で 、6

月29Uよ り7月31Uま で4同 の オ ン ライ ン座 談 会 を 開 催 した。

この よ うに コ ロナ 禍 は 、 我 々 に これ か らの 教 育 や 学 校 の 在 り方 を考 え る こ とを脅 迫 的 に

迫 っ た 。 そ こで 本 稿 は 、 学 校 休 校 が 与 え た影 響 を考 え る こ とか ら出 発 し、 教 育 課 程 を は じ

め と した 今 後 の 教 育 や 学 校 の 在 り方 を考 え る。 そ の 際 、 以 下 の 二 つ の 視 点 を 基 盤 に 置 く。

第 一 はデ ジ タル の 活 用 で あ る。我 々 ほ と ん どの 人 学 教 員 も、2020年 度 前 期 の 授 業 を 遠 隔

授 業 あ るい は 対 面 授 業 との 併 川 で行 い3)、 後 期 に人 っ て も対 面 の授 業 を全 面 的 に復 活 させ

て い る大 学 は 多 く は な い4)。 そ の 中 で 、大 学 教 員 は 、ZOOM等 を活 用 した オ ン ライ ン に よ る

授 業 が 一 気 に広 ま っ た こ と を身 を もっ て 経 験 して い る。 そ して 、 コ ロナ 後 に あ っ て も、 対

面 の授 業 にデ ジ タル を活 川 した り、 対 面 とオ ン ライ ン を 組 み 合 わ せ た 授 業 を 行 うこ と に よ

り、授 業 が よ り効 果 的 とな る こ とを 経 験 的 に 理 解 した。 こ のデ ジ タル の活 用 を本 論 文 の 一
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つ の柱 とす る。

第 二 は、 マ イ ノ リテ ィへ の 視 線 で あ る。 結 論 的 に述 べ る な らば 、 これ ま で 何 とか繕 い 覆

い 隠 され て き た 格 差 が 、 コ ロナ 禍 に よ っ て拡 大 し顕 在 化 され て い る。2020年5Hl6日 付

の毎 日新 聞 デ ジ タル ニ ュ ー ス は 「新 型 コ ロナ 危 機 に よ る 『不 平 等 な死 』 欧州 の マ イ ノ リテ

ィー 感 染 拡 大 か ら」 と題 した 記 事 を 載 せ て い る。 こ の 記 事 は 、英 国 の エ ス ニ ッ クマ イ ノ リ

テ ィの 人 々 が社 会 経 済 的 に 不 利 な状 況 に置 か れ 、 低 賃 金 の 「エ ッセ ン シ ャル ジ ョブ 」 に 就

労 して い る ケ ー ス も多 く、 ロ ック ダ ウ ン 下 で あ っ て も、感 染 リス ク に さ ら され な が ら社 会

を支 えて い る こ と、 を指 摘 して い る。 そ して 、 最 後 に 以 下 の 記 事 を 紹 介 して い る。 「ガ ー

デ ィ ア ン紙 は 、 英 国 家 統 計 局 が ま とめ た 新 型 コ ロナ 感 染 で 死 亡 した イ ン グ ラ ン ドと ウ ェー

ル ズ の 約2万 人 の デ ー タ を基 に 、最 貧 困 の 地 域 にお け る10万 人 当 た りの 死 者 数 は55.1人

で 、 最 富 裕 地 域 の25.3人 の2倍 以 上 に な る と報 じた 」 。

以 上 の とお り、 英 国 で は 社 会 経 済 的 な格 差 が 「死 亡 率 の 違 い 」 とい う究 極 的 な格 差 を生

み 出 して い る こ とが 指 摘 され て い る。 こ の よ うな コ ロナ 禍 に よ る 格 差 の拡 大 ・顕 在 化 は 、

我 が 国 で も 、正 規 ・非 正 規 労 働 者 の 格 差 や ひ と り親 世 帯 の 貧 困 と して 、 マ ス コ ミで も取 り

上 げ られ る こ とが 多 い 。 本 稿 で は 、 こ う した 問 題 を詳 細 に 論 じる こ とは そ の 目的 で は な い

が 、貧 困 層 の子 ど も達 、 障 が い を もつ 子 ど も達 、 外 国 人 や 不 登 校 の 子 ども 達 、 そ の よ うな

マ イ ノ リテ ィ の 子 ども達 へ の 視 座 を 大 切 にす る。

1.学 校 休 校 の 子 ども た ち へ の影 響

(1)子 ども の ウ ェル ビー イ ング へ の影 響:学 校 が 担 う福 祉 的 機 能

学 校 休 校 に よ る子 ど もへ の 影 響 は 学 力 面 に ば か り注 意 が 向 け られ が ち だ が 、 子 ど もの 幸

せ を構 成 す る 要 素 は 「学 力 」 だ け で は な い。 学 校 休 校 の影 響 も子 ど も の全 体 的 な幸 せ(ウ

ェル ビー イ ン グ)と い う観 点 か ら よ り根 源 的 に 考 え る 必 要 が あ る。 そ こ で 、 ま ず は安 倍 首

相 が 学 校 休 校 を 要 請 した 直 後 の3月1日 に 、 滋 賀 県 の ス クー ル ソー シ ャル ワー カ ー の ス ー

パ ー バ イ ザ ー で あ る幸 重 忠 孝 が 発 信 した プ ロ グ を紹 介 した い 。

1学校 と い うセ ー フ テ ィ ー ネ ッ トが な く な る怖 さ[2020年03月01日(S・n)]

(略)

家 庭 での しん どさの 一 つに 「虐 待 」が あ ります 。滋賀 県 内で は小 学 生以 上で 限れ ば約4500人 の 子 ど

もたち が被 虐 児 と して 支援 を受 けて いま す。虐 待 の支 援 とい う と多 くの 人 は一 時保 護を イメ ージ しま す

が 、4500人 の 虐 待を 受 けてい る子 どもの うち 一 時保護iした の は200人 ほ どで した 。4300人 の 虐 待 を

受 けて いる 子 どもた ちを 日々 支え て いるの は 、実 は毎 日子 ども たち が通 う学 校 とい う事実 はあま り知 ら

れ て いませ ん。(略)

公 教 育で あ る学校 とい う場 はそ んな子 ども たち に とって 日中の 大事 な生 活空 間 になっ てい ます 。
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その よ うな子 どもた ちの 多 くが 家庭 で過 ご す休 日 は頭 を抱 え る時 間 とな って いま す。ス ク ール ソー シ

ャル ワーカ ーや まち の子 どもソ ーシ ャル ワー カー として夏休 み な ど一 ヶ月近 い休 み に入 る時 は、 リス ク

の 高 い家庭 の子 どもた ちのケ ース 会 議が次 々と入 り、虐待 を受 けて い る子 ども たちの 安心 安全 を 守る 体

制 を整 えて か ら長期休 みが スタ ー トします。

しか し今 回 、4500人 の 虐待 を 受けて い る子 ども たち の多 くが全 く支援 体制 がな い まま長 期休 み に入

っ て しまっ たわ けで す 。国や 自治 体 の要 請 に従 い 、感 染予 防の ため に何 も しな い とい うこ とは法 人の 代

表 として リス ク管理 上 に大事 な こ とかも しれ ませ ん 。 しか し、今セ ンタ ー に来て い る子 ども たちや そ の

家庭 を見渡 した とき にこれ か らどれ だけ 大変 な状 況が 待 って いるか を考 え る と活 動の 足 を止 める こ とは

出来 ません で した。(略)

当 た り前 の よう に子 ども たち にあ った学 校 とい うセ フテ ィ ーネ ッ トが 思わ ぬ形 で取 り除かれ た虐 待 を

受 けて地 域 で暮 らす子 どもたち を一 人ず つ支 えて いき たい と思 いま す。

2018年 度 児 童 相 談 所 児 童 虐 待 相 談 対応 件 数 は159,838件 で あ り、そ の うち 一 時 保 護 を受

け た 子 ど も の数 は24,864、 施 設 入 所 等4,641。 つ ま り多 く の子 ど もが そ の ま ま 家 庭 で 暮 ら

し学 校 に通 っ て く る。 そ の よ うな 子 ど も に とっ て 学 校 が セ ー フ テ ィー ネ ッ トと な っ て い る

とい う幸 重 の指 摘 は 、学 校 が 教 育 機 能 だ け で は な く福 祉 的 機 能 を 果 た して い る こ とを あ ら

た め て 思 い 知 らせ る。 そ して こ の こ と は 、被 虐 待 児 に とっ て だ け で は な く、 給 食 が 大 き な

命 の糧 と な っ て い る貧 困 家 庭 の子 ど も、 学 校 が 居 場 所 や ソー シ ャ ル キ ャ ピタ ル を生 み 出 す

貴 重 な 場 とな っ て い る母 子 家 庭 の子 ど も 、 そ の よ うな 子 ど も た ち に とっ て も学 校 が果 た す

福 祉 的機 能 は 大 きい 。 この よ うな福 祉 的 な役 割 を学 校 休 校 は子 ど もた ち か ら奪 っ て しま っ

た。 子 ど も の ウ ェル ビー イ ン グ は健 康 や 安 全 ・安 心 、 つ な が りを 抜 き に して は 成 り立 た な

い 。

同様 の 観 点 か ら も う一 つ 指 摘 して お き た い こ とは 、 文 部 科 学 省 の 学 校 休 校 へ の対 応 が 、

学 習 指 導 要 領 の 「消 化 」 に 偏 重 して い な か っ た か とい うこ とで あ る。 日本 教 育 学 会 連 続 オ

ン ラ イ ン座 談 会 の 第 二 回 は 「オ ン ライ ン授 業 と学 校 のICT活 用 一 リア ル とオ ン ライ ン 、 そ

れ ぞ れ の 価 値 と課 題 一」 と題 して7月10日 に行 わ れ た 。石 井 英 真(京 都 大 学)、 小 国 喜 弘

(東 京 大 学)、 堀 田龍 也(東 北 大 学)が 登 場 し、そ の 中 で小 国 は 、 憲 法26条 の 教 育 を 受 け

る権 利 を狭 義 の 学 力 保 障 に 綾 小 化 して い な い か 、 福 祉 的機 能 をべ 一 ス と した 権 利 保 障 と捉

え る べ き こ とを語 っ た。

こ う した 指 摘 は 文 部 科 学 省 の文 書 を見 て い る と うな ず け る。例 え ば 、5.月15日 の 通 知 「新

型 コ ロナ ウィル ス 感 染 症 の 影 響 を踏 ま え た学 校 教 育 活 動 等 の実 施 に お け る 『学 び の保 障 』

の方 向 性 等 に つ い て 」 で 、 長 期 休 業 や 土 曜 日の 活 用 、 時 間 割 編 成 の 工 夫 等 を 行 い 、 そ れ で

も年 度 当初 に 予 定 した 指 導 を本 年 度 中 に終 え られ な い 場 合 、① 令 和3～4年 度 ま で を 見 通 し

一19一



京都女子大学教職支援センター研究紀要(第3号)

た教 育 課 程 の編 成 を 可能 に す る5)と と も に 、 ② 学 校 で の授 業 を重 点 化 し、個 人 で も 実 施 ・∫

能 な 学 習 活 動 の 一 部 を授 業 以 外 の場 に お い て 行 う、 とい う 「特 例 的 な 対 応 」 を認 め た 。 そ

して 、① に つ い て は7月31日 に 「新 型 コ ロナ ウ ィル ス感 染 症 対 策 に 伴 う児 童 生 徒 の 学 習 保

障 に 向 けた カ リキ ュ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン トの 取組 事例 に つ い て 」(第2弾)を 発 出 し、 年 間

指 導 計 画 の再 編 成 事 例 を示 し、 ま た 家 庭 学 習 との 協 力 も促 した。 ② につ い て は 、6月5U

の通 知 「学 校 の授 業 に お け る学 習 活 動 の 重 点化 に係 る 留 意 事 項 等 に つ い て 」 で 、 各 教 科 ご

とに 「学 校 の授 業 で 取 り扱 うこ とが 望 ま しい 」 学 習 活 動 と 「学 校 の 授 業 以 外 の 場 で 取 り扱

う」 学 習 活 動 を 例 示 した。

これ に対 し高 橋(2020)は 、 これ らの措 置 を 「学 習 指 導 要 領 の 全 面実 施 に 向 け られ た 文

科 省 の 『執 念 』 」(15頁)と と らえ 、 「子 ど もの 権 利 や 安 全 性 よ りも学 習 指 導 要 領 の全 面 実

施 を優 先 す る[本 の 文 部 行 政 の異 常 性 を示 して い る」(19頁)と 批 判 す る。

この 間 、文 部 科 学 省 は 全 く 「子 ど もの 権 利 や 安 全 性 」を 顧 み て い な い わ け で は な か っ た 。

例 え ば 、2020年5月27日 付 で児 童 生 徒 の 自殺 や 不 登 校 、 虐 待 等 に留 意 す る 旨 の通 知 を行

っ て い る。 ま た 、 学 校 休 校 に よ り学 校 で 行 う指 導 に 時 間 的 な 限 りが 生 じる 中 で 、 学 習 指 導

要 領 を年 度 を ま た い で柔 軟 に実 施 す る こ とは 合 理 的 だ し、 学 校 の授 業 で取 り扱 うこ とが 望

ま しい 学 習 活 動 を重 点 的 に と りだ し行 う こ と も、致 し方 の な い 措 置 か も しれ な い。しか し、

赤 沢(2020)は この 「学 習 活 動 の重 点 化 」 に つ い て 次 の とお り述 べ て い る。 「教 育 課 程 の 実

施 とは 、子 ど も た ち に 所 期 の 資 質 ・能 力 を身 に つ け る よ うにす る こ とで あ る とい う『原 点』」

(59頁)に 立 ち返 って 、 単 元 全 体 を 改 め て術 μ敢して 、 単 元 計 画 を練 り直 す 必 要 が あ る。

この よ うな原 点 に立 ち 返 っ て 単 元 計 画 を練 り直 す に は 、 個 々 の 子 ど も達 が 置 かれ て い る

仕 会 ・生 活 環 境 を踏 ま え て の 検 討 が 必 要 な の で は な い か 。 そ うで は な く 「教 科 書 の範 囲 を

終 え る」 レベ ル の 安 易 な 重 点 化 は 、 家 庭 学 習 を 「適 切 に 」 行 う こ との で き る家 庭 とそ うで

な い 家 庭 とい う学 力 の 「家 庭 間格 差 」 を生 み 出 す だ け で は な く、 子 ども達 の 全 体 的 な 幸 せ

へ の 配 慮 が 二 の 次 に され 、 ウ ェル ビー イ ン グ を 損 な うこ と と もな る、 と考 え る。

(2)デ ジ タ ル 格 差

次 に 学 力 面 に つ い て焦 点 を あ わせ る。 言 うま で も な く、 休 校 中 、 学 校 の先 生 方 は の ん び

り と 白宅 待 機 され て い た わ けで は な い 。 子 ど もた ち の 学 力 を保 障 しよ う と悪 戦 苦 闘 して お

られ た 。文 部 科 学 省 は そ の 状 況 を 二 つ の文 書 で 報 告 して い る。最 初 は4月16目 時 点 で の 状

況 を ま と め た 「新 型 コ ロナ ウイ ル ス感 染 症 対 策 の た め の 学 校 の 臨 時 状 況 に 関 連 した公 立 学

校 に お け る学 習 指 導 等 の 取 組 状 況 に つ い て 」で あ り、も う一 つ は6月23Uの 状 況 を ま とめ

た 「新 型 コ ロナ ウイ ル ス感 染 症 の影 響 を踏 ま えた 公 立 学 校 にお け る学 習 指 導 等 に 関す る状

況 に つ い て 」 で あ る。 これ ら二 つ の 文 書 を も と に 、 図1は 学 校 が 課 した家 庭 にお け る学 習

一20一



個別最適化 された学びと協働的な学びとのコラボ レーション

の 内容 、 図2は 臨 時 休 業 期 間 中 の 学 習 指 導 に 関 し課 題 で あ っ た と感 じて い る事 項 、 を 記 し

た もの で あ る。
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さ ら に、内 閣 府 は5月25日 ～6.月5日 に 行 っ た調 査(登 録 モ ニ タ ー 対 象 、回 収 数10,128)

を6月21日 に 「新 型 コ ロ ナ ウ ィル ス感 染 症 の影 響 下 に お け る生 活 意 識 ・行 動 の 変 化 に 関 す

る調 査 」 と して発 表 して い る。 この 調 査 に よ る と、 学 校 の 先 生 か らオ ン ラ イ ン教 育 を 受 け

て い る割 合 は 、 オ ン ライ ン授 業:10.2%、 メ ー ル 等 オ ン ライ ン 上 の 学 習 指 導:11.1%、 家

庭 用 の オ ン ラ イ ン教 材 の提 供:15.2%、 にす ぎ な か っ た 。

これ らを見 る と家 庭 学 習 へ の指 導 媒 体 に つ い て は紙 べ 一 ス の もの が 主 流 で あ り、 学 校 設

置 者 が 認 識 す る課 題 につ い て も 「ICTの 活 用 」 が 多 い こ とが わ か る。

そ れ で は 、 「ICTの 活 用 」に つ い て どの よ うな課 題 が あ る の だ ろ うか。 こ こで は 「格 差 」

につ い て 考 え る。 「ICT格 差 」 に つ い て は 四 つ の 格 差 が 考 え られ る。 「家 庭 間 格 差 」 「学

校 間格 差 」 「自治 体 問格 差 」 「地 域 間 格 差 」 で あ る。 これ らの格 差 につ い て 先 の 内 閣 府 が

行 っ た 調 査 及 び そ の 調 査 を も とに 多 喜 弘 文 と松 岡 亮 二 が 行 っ た分 析(2020年9Hl9日 発

表)を も とに検 討 す る。

ま ず 、 内 閣府 の デ ー タ を も とに 「地 域 間格 差 」 を 明 らか にす る。 図3は オ ン ライ ン 授 業

を受 けて い る割 合(「 学 校 の 先 生 か らオ ン ライ ン授 業 を 受 け て い る割 合 」 と 「学 校 以 外 の

塾 や 習 い 事 で オ ン ライ ン授 業 を受 け て い る割 合 」)を そ れ ぞ れ 地 域 別 で示 した 。 大 都 市 圏
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に な れ ば な る ほ どそ の割 合 が 大 き い こ とが わ か る6)。 そ れ で は 、 オ ン ライ ン 教 育 の 地 域 間

格 差 が な ぜ 生 じ るの か。 大 都 市 圏 で は 私 学 が 多 く、 私 学 に 通 う子 ど も は地 方 圏 と比 べ て 多

い 。 そ して 私 学 の ほ うが公 立 の学 校 よ り もオ ン ライ ン設 備 が 整 え られ て い る。 こ の よ うな

私 学 の 影 響 を 忘 れ て は な らな い が 、 や は り、 自治 体 に お け るICT教 育 の 取 組 の格 差 も指

摘 して お か な け れ ば な らな い(自 治 体 問 格 差)。
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図4世 帯 収 入 とオ ン ラ イ ン教 育 の 受 講 割 合(%)(出 典:多 喜 、松 岡)
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次 に 、 「家 庭 間 格 差 」 に つ い て。 図4は 世 帯 全 体 の年 間 収 入 が600万 円未 満 か そ れ 以 上

か で 世 帯 収 入 を 分 類 し、 そ の 「学 校 オ ン ラ イ ン教 育 」 と 「学 校 外 オ ン ライ ン教 育 」 を 受 け

た 割 合 を示 して い る。 収 入 が 高 い世 帯 の 方 が オ ン ライ ン教 育 を受 け る割 合 が 高 い こ とが わ

か る。 学 校 外 教 育 を受 け る に は費 用 が か か るの で 、 高所 得 の世 帯 の 子 ども の 方 が 学 校 外 オ

ン ラ イ ン教 育 を 受 け て い る割 合 が 高 い こ とは 事 実 と して は 理 解 で き る。 しか し、 公 教 育 で

あ る 学 校 オ ン ライ ン教 育 の 格 差 を 作 り出 して は な らな い 。

そ の 際 、二 つ の 要 素 を考 え る必 要 が あ る。一 つ は 図4が 示 す 家 庭 間 の 収 入 の 違 い で あ り、

も う一 つ は教 育 に向 き合 う家 庭 の 文 化 の 違 い で あ る。 図5は 親 学歴 とオ ン ライ ン教 育 の 受

講 との 関 連 を示 して い る。 親 が 大 卒 以 上 の家 庭 の 方 が そ うで な い 家 庭 よ り もオ ン ラ イ ン教
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育 を 受 けて い る割 合 が 高 い 。 家 庭 の 収 入 と親 学 歴 は相 関性 を持 つ と考 え られ るが 、 この 違

い は 家 庭 の文 化 の 違 い と と らえ る こ と も で き る。

図5親 学歴 とオ ン ライ ン教育 の受講 割合(出 典:多 喜、松岡)
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も う一 つ デ ー タ を示 して お く。 福 島(2020)は2020年7-8月 に 関東 地 方 の 一 小 学 校5・

6年 生 の保 護 者 に ア ン ケ ー ト調 査 を行 っ た(回 答 数329名)。 そ の 調 査 に よ る と、Zoomな

どを 用 い た オ ン ライ ン学 活 に300名 の 子 ど もが 参 加 した が 、 家 庭 に イ ン タ ー ネ ッ ト環 境 が

な く参加 で き な か った 子 ど もが5名 い た 。 さ ら に、 こ こで 注 目 した い の は 「設 定 等 の 準 備

は誰 が しま した か 」 で 、 「保 護 者 」62%、 「保 護 者 が 手 伝 い な が ら」 が25.3%と な っ て い

る。 子 ど も の 「慣 れ 」 の 問 題 も考 え られ る が 、 小 学 生 だ と保 護 者 の サ ポ ー トが 必 要 な こ と

が うか が い 知 れ る。 つ ま り、 保 護 者 が 在 宅 し子 ども の 学 習 をサ ポ ー トで き る、 あ る い は サ

ポー トす る文 化 の 違 い が影 響 を及 ぼ す 。 そ こで 、 学 校 は 家 庭 に お け るICT環 境 の整 備 や 、

教 育 に 向 き合 う家 庭 の文 化 の 違 い に も配 慮 して 、 家 庭 で の オ ン ラ イ ン教 育 の機 会 均 等 に 努

め な けれ ば な らな い 。

以 上 の 格 差 の 問 題 は学 会 の シ ン ポ ジ ウ ム で も多 く取 り上 げ られ て い る。 先 の 日本 教 育 学

会 第 二 回 座 談 会 で も以 下 の よ うに語 られ た。

① なぜ 、 公 立 学校 で オ ン ライ ン化 が 進 ま な い か

・学 校 が 新 しい こ とを し よ う と しな い 。 リス ク を取 らな い(石 井 英 真)。

・教 育 委 員 会 や 校 長 に つ ぶ され る(小 国喜 弘) 。

② オ ン ライ ン授 業 が で き な か っ た理 由(堀 田龍 也)

・教 育 委 員 会 に横 並 び 意 識 が あ っ て 、 学 校 に 任 せ られ な い7)。

・教 育 委 員 会 の セ キ ュ リテ ィ が 高 く シ ス テ ム を使 わせ な い 。 ま た 使 う とパ ン クす る8)。

以 上 の 指 摘 は 、都 市 圏 か ど うか とい う 「地 域 間格 差 」で は な く、よ り小 さい 範 囲 で の 「自

治 体 問 格 差 」 が あ る こ と を示 して い る。
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2.文 部 科 学 省 のデ ジ タル 教 育 政 策

(1)文 部 科 学 省 の デ ジ タル 教 育 政 策 の展 開

そ れ で は以 上 の 「デ ジ タル 格 差 」 の 問 題 に 文 部 科 学 省 は ど う取 り組 ん で き た か 。

コ ロナ 感 染 が 広 が る以 前 よ り、 文 部 科 学 省 は 「学 校 に お け る教 育 の 情 報 化 」 に取 り組 ん

で き た 。第 二 期 教 育 基 本 計 画(2013年6.月14日 閣 議 決 定)に 基 づ き 「教 育 の1T化 に 向 け

た 環 境 整 備4か 年 計 画(平 成26～29年 度)」 を た て 、2017年 度 ま で4年 間総 額6712億 円

の地 方 財 政 措 置 を こ う じた 。 しか し、 こ の 当 時 か ら文 部 科 学 省 は 自治 体 問 のICT環 境 整 備

格 差 を指 摘 して きた(2017年12.月26日 付 公 表)。 そ して 同 時 に 、2020年 度 か ら実 施 され

る小 ・中 学 校 の新 学 習 指 導 要領 を見 据 え て 、2018年 度 以 降 にお け るICT環 境 の 整 備 方針 を

示 し、 す み や か にそ の財 政 措 置(2018年 度 か ら2022年 度 ま で の5年 間 、 毎 年1805億 円)

も こ う じて き た 。しか し文 部 科 学 省 が公 表 した2019年3.月1日 現 在 のICT環 境 整 備 状 況 は

図6の とお り 目標 か らは ほ ど遠 か っ た 。 ま た 、 自治 体 問 格 差 も大 き く、 最 も整 備 が進 む 佐

賀 県 で は1台 を1.9人 で使 用 し、最 も遅 れ て い る愛 知 県 は1台 を7.5人 で使 用 して い た 。

図6学 校 のICT環 境 整 備 の 状 況(2019年3,月)

(出 典)文 部 科 学 省 「 『GIGAス ク ー ル 構1想 』 に つ い て 」(2020年7月7日)()は 前 回2018年3月 調 査
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(2)GIGAス ク ー ル構 想

そ こで 文 部 科 学 省 は2019年12,月 閣 議 決 定 され た令 和 元 年 度 補 正 予 算 案 と とも に 「GIGA

ス ク ー ル 構 想 」 を発 表 した 。 そ の事 業 の 柱 は ① 校 内通 信 ネ ッ トワー ク の整 備 と② 児 童 生 徒

一 人 一 台 端 末 の整 備 で あ り、2318億 円 の 補1E予 算 が 組 ま れ た 。 しか し、そ の 事 業m一 ドマ

ップ は2023年 度 ま で に一 人 一 台 端 末 を 整備 す る とい うも の で あ っ た。そ の 中 で コ ロ ナ 禍 に

遭 遇 す る。 そ こで 、 そ の 事 業 計 画 は 早 め られ 、2020年4.月30日 に2292億 円 の 令 和 二 年 度

補 正 予 算 を成 立 させ 、2020年 度 中 に 国 ・公 ・私 立 す べ て の 小 ・中 ・特 別 支 援 学 校 で 一 人 一

台 端 末 の 実 現 が 目指 され て い る。 さ ら に 、令 和 二 年 度 補 正 予 算 で は 、 障 害 の あ る児 童 生 徒

の た め の 支 援 、GIGAス クー ル サ ポ ー ター の 配 置 、 そ して 、 「緊 急 時 にお け る家 庭 で の オ ン
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ライ ン学 習 環 境 の 整 備 」 に つ い て も ゴ・算 組 され て い る。 これ に よ り、 モ バ イ ルWi-Fiル ー

タ な どの 可 搬 型 通 信 機 器 が 学 校 に整 備 され 、 貧 困 家 庭 に 貸 与 され る9)。

以 トの とお り、 文 部 科 学 省 は コ ロナ 感 染 が 広 ま る以 前 よ りデ ジ タ ル 教 育 の 推 進 に 取 り組

み 、コ ロナ 禍 に遭 遇 す る とそ の 取 り組 み を加 速 させ 、2020年 度 中 に児 童 生 徒 一 人 一 台 端 末

を 実 現 しよ う と して い る。こ の よ うにICT環 境 整 備 の 点 で 「地 域 間格 差 」 「自治 体 問格 差 」

「学 校 間 格 差 」 そ して 「家 庭 間格 差 」 も少 な か らず 解 消 され る。

3.デ ジ タル 教 育 政 策 が 描 く教 育 課 程

(1)文 部 科 学 省 が 描 く教 育 課 程

2021年4月1日 か ら、す べ て の 小 ・中 ・特 別 支 援 学 校 で 一 人 一 台 端 末 が 実 現 され る こ と

は 、 これ ま で の 学 校 で の 学 び の在 り方 、 教 育 課 程 を大 き く刷 新 す る はず で あ る。 それ で は

どの よ うに刷 新 され る の で あ ろ うか 、 そ こに 課 題 は な い の か 。

GIGAス クー ル 構 想 を進 め る に あ た っ て 、文 部 科 学省 が 示 す そ の 口的 、学 び の 方 向性 を端

的 に 述 べ る と、 「これ ま で の 教 育 実 践 と最 先 端 のICTの ベ ス トミ ッ ク ス を 図 り、 主 体 的 ・

対 話 的 で 深 い 学 び の 視 点 か らの授 業 改 善 を行 う」 とま と め る こ とが で き る10)。

この 学 び の方 向性 につ い て 、 も う少 し丁 寧 に 文 部 科 学 省 の文 書 をた どる。 文 部 科 学 大 臣

は2019年4月 に 「新 しい 時 代 の初 等 中等 教 育 の 在 り方 に つ い て 」を 中央 教 育 審 議 会 に 諮 問

した。 しか し、 この 諮 問 文 で はICT環 境 の整 備 の 必 要 性 に ふ れ 、 そ の 在 り方 につ い て 諮 問

して は い る もの の 、 頃 点 が 置 かれ て い る わ け で は決 して な か っ た 。 しか し、12月 の 中 教 審

初 等 中等 教 育 分 科 会 「論 点 取 りま とめ 」 で は 「これ か らの 学 び を 支 え るICTや 先 端 技 術 の

効 果 的 な活 用 に つ い て 」 に 多 くのペ ー ジ が割 か れ た。 さ らに 、 コ ロナ 禍 の 中 の2020年10

月7日 に 同分 科 会 が 公 表 した 『「令 和 の 日本 型 学 校 教 育 」の 構 築 を 日指 して(中 間 ま とめ)』

で は 、 そ の副 題 を 「全 て の 子 供 た ち の 可 能 性 を 引 き 出 す 、 個 別 最 適 な 学 び と、 協 働 的 な 学

び の 実 現 」 と し、 「個 別 最 適 な学 び と協 働 的 な 学 び 」 とい うキ ー ワー ドが 前 面 に押 し出 さ

れ て い る。 で は そ こ で は どの よ うな 教 育 課 程 が 描 かれ て い る の で あ ろ うか。

ま ず 、 こ の 「中間 ま と め」 の基 盤 に は これ ま で の 「U本 型 学 校 教 育 」 へ の 強 い 誇 りが 感

じ取 れ る。た と え ば 「学 校 が 学 習 指 導 の み な らず 、生 徒 指 導 等 の 而 で も主 要 な 役 割 を 担 い,

様 々 な 場 面 を 通 じて 、児 童 生 徒 の状 況 を総 合 的 に把 握 して 教 師 が 指 導 を行 うこ とで 、 子 供

た ち の 知 ・徳 ・体 を一 体 で 育 む 『日本 型 学 校 教 育 』 は … 諸外 国 か ら高 く評 価 され て い

る」(3頁)と 述 べ られ て い る。 これ は 、 学 習 指 導 と生 徒 指 導 とを 車 の 両 輪 と して 、 子 ど

も を 丸 ご と指 導 す る と語 られ て き た こ とで あ り、本 稿 で 強 調 して き た 「学 校 の 福 祉 的機 能 」

の再 認 識 や 「マ イ ノ リテ ィへ の視 線 」 と も通 底 す る。 事 実 、 本 「中 間 ま とめ 」 で も 「全 人

格 的 な 発 達 ・成 長 の 保 障 、 居 場 所 ・セ ー フ テ ィネ ッ トと して の福 祉 的 な役 割 は 、 目本 型 学
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校 教 育 の 強 み で あ る」(5頁)と 述 べ られ て い る し、 「誰 一 人 取 り残 さな い 」 とい うフ レ

ー ズ は 本 中 間 ま と め の 随所 に登 場 し、 多 様 性 や 包 摂 性 が 強 調 され 、 特 別 支 援 教 育 、外 国 人

児 童 、 不 登 校 等 につ い て度 々 語 られ る。 この 日本 型 学 校 教 育 を継 承 し、 「そ の トで 『令 和

の[本 型 学 校 教 育 』 を 、社 会 構 造 の 変 化 や 感 染 症 ・災 害 等 を も乗 り越 え て発 展 」 させ る。

そ の た め の今 後 の 学 び の在 り方 が 「全 て の子 供 た ち の 可 能 性 を 引 き 出す 、個 別 最 適 な 学 び

と、 協働 的 な 学 び 」(15頁)な の で あ る。

こ こで 「個 別 最 適 な学 び 」 とは 、 「子 供 た ち 一 人 一 人 の 特 性 や 学 習 進 度 、 学 習 到 達 度 等

に応 じ、 指 導 方 法 ・教 材 や 学 習 時 間 等 の 柔 軟 な提 供 ・設 定 を行 う」(14頁)「 指 導 の 個 別

化 」 と、 「子 供 な らで は の 課 題 の 設 定 、子 供 白身 に よ る情 報 の 収 集 、整 理 ・分 析 、ま とめ ・

表 現 を行 う等 、主 体 的 に 学 習 を 最 適 化 す る こ とを教 師 が 促 す 」(14頁)「 学 習 の 個 性 化 」 を

「学 習者 視 点 か ら整 理 した 概 念 」(14頁)と 説 明 され る。 また 、ICTは この 個 別 最 適 な 学

び に活 用 され るだ け で は な く、「『協 働 的 な 学 び 』も ま た 発 展 させ る こ とが で き」(15頁)、

「これ ま で の 実 践 とICTと を 最 適 に組 み 合 わせ る こ とで 、学 び の 質 を 向 上 させ る と と も に 、

学 校 教 育 にお け る様 々 な課 題 の解 決 に つ な げ て い く こ とが 必 要 で あ る」(22頁)と 述 べ ら

れ る。

(2)経 済 産 業 省 が 描 く教 育 課 程

1960年 代 の 「所 得 倍 増 計 画 」 で 語 られ た 「人 的 能 力 開発 論 」 は 当時 の教 育 政 策 に少 な か

らず の影 響 を及 ぼ した。 この よ うに 、 教 育政 策 の 形 成 ・実 施 は文 部 科 学 省 が も っ ぱ ら に行

うの で は な く他 の 省 庁 や 政 策 の影 響 を受 け る中 で 行 わ れ る こ とは 珍 し くな い 。 本 論 文 を執

筆 す る 上 で も 、 今[見 過 ごせ な い ア ク ター が 、 経 済 産 業 省 の 「『未 来 の教 室 』 とEdTech

研 究 会 」 で あ る。

本 研 究 会 は2018年1月 に第 一 回 が 開催 され 、 これ ま で 二 つ の 提 言(2018年6H=第1

次 提 言 、2019年6月 一 第2次 提 言)を 行 っ て い る。 こ の研 究 会 の趣 旨 は、 第 一 同研 究 会 の

資 料 に よ る と 「日本 経 済 ・地 域 経 済 の 未 来 を 切 り拓 く人 材 の育 成 を 進 め る べ く、 就 学 前 教

育 ・ 学 校 教 育 ・リカ レ ン ト教 育 の 現 場 が 目指 す べ き 『未 来 の教 室』の 姿 と、必 要 なEdTech

の 開発 ・導 入 に 向 け た課 題 を検 討 す る」 と記 され て い る。 こ の記 述 か ら もわ か る とお り、

こ の研 究 会 はEdTech/Dを 用 い た 教 育 に基 づ き経 済 の 成 長 を 目指 す 研 究 会 で あ る。こ の よ う

に 、 この 研 究 会 の 研 究 目的 が 文 部 科 学 省 の政 策 文 書 よ りも よ り焦 点 化 され て い る こ と も あ

り、提 言 内容 も先 鋭 的 で 具 体 的 で あ る。 以 下 、 こ の研 究 会 の提 言 と文 部 科 学省 の提 言 と を

二 つ の 側 面 か ら比 較 ・検 討 し、 経 済 産 業 省 の 考 え を浮 き 彫 りに して い き た い 。 なお 、 特 に

初 等 中等 教 育 段 階 の 改 革 の 方 向性 を 述 べ た第 二 次 提 言に つ い て 、 主 に分 析 ・検 討 す る 。

第 一 に、 文 部 科 学 省 で は 「令 和 の[本 型 学校 教 育 」 を 生 み 山す 学 び の在 り方 が 「個 別 最
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適 な 学 び と、 協働 的 な学 び 」 で あ っ た 。 これ に 対 し、 通 商 産 業 省 の 提 言で は 「協働 的 な 学

び 」 が 重 視 され て い る とは 言 い が た い 。 それ に 換 わ っ て繰 り返 し使 わ れ る タ ー ム が 「学 び

のSTEAM化 」で あ る。第 二 次 提 言で は 次 の とお り定 義 され る。 「『学 び のSTEAM化 』とは 、

教 科 学 習 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 、 特 別 活 動 も含 め た カ リキ ュ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン トを 通 じ、

一 人 ひ と りの ワ ク ワ クす る感 覚 を 呼 び 覚 ま し、 文 理 を 問 わ ず 教 科 知 識 や 専 門 知 識 を 習 得 す

る こ と(=「 知 る 」)と 、探 究 ・プ ロジ ェ ク ト型 学 習(PBL)の 中で 知 識 に 横 串 を刺 し、

創 造 的 ・論 理 的 に思 考 し、 未 知 の課 題 や そ の解 決 策 を 見 出 す こ と(一 「創 る」)と が 循 環

す る 学 び を実 現 す る こ とで あ る」(2頁)。

一 方 、 「学 び の 白立 化 ・個 別 最 適 化 」 は通 商 産 業 省 の 提 言 で もキ ー ワ ー ドで あ る。 提 言

で は 次 の とお り定 義 され る。 「『学 び の 自立 化 ・個 別 最 適 化 』 とは 、 子 ど も達 一 人 ひ と り

の個 性 や 特 徴 、 そ して興 味 関 心 や 学 習 の 到 達 度 も異 な る こ とを 前 提 に して 、 各 自に とっ て

最 適 で 自立 的 な 学 習 機 会 を提 供 して い く こ とで あ る。 そ の た め に は 、AI(人 工 知 能)や デ

ー タ の 力 を借 りて 、子 ど も達 一人 ひ と りに 適 した 多様 な学 習 方 法 を 見 出 し、従 来 の 一律 ・ 一

斉 ・一 方 向型 の 授 業 か ら、EdTechを 用 い た 自学 自習 と学 び 合 い へ と学 び 方 の 頃心 を移 す べ

き で あ る」(2-3頁)。

そ して 、 この 個 別 最 適 化 とSTEAM化 は次 の とお り結 び つ け て 語 られ る。 個 別 最 適 化 され

た教 育 の 実 現 に 向 け て 、 子 ど もた ち一 人 ひ と りの 「個 別 学 習 計1由r」が 立 て られ 、EdTechを

用 い て 一 人 ひ と りの 子 ど もた ち に個 別 最 適 化 され た学 習機 会 を提 供 し、 こ う して 「知 識 の

イ ン プ ッ トに 要 す る時 間 を効 率 化 し、探 求 ・プ ロ ジ ェ ク ト型 学 習(PBL)に 費 や す 時 間 を生

み 出 す 」(8頁)。 つ ま り、 「個 別 最 適 化 」 に よ っ て個 々 の子 ど もの 知 識 の 獲 得 を効 率 化

し、 そ れ に よ っ て 節 約 され た 学 習 時 間 を 「探 究 ・プ ロジ ェ ク ト型 学 習 」 に あ て 、 「学 び の

STEAM化 」 を 達 成 す る とい うも の で あ る12)。

第=に 、 両省 と も これ ま で の教 育 を振 り返 る こ とか ら記 述 を始 め て い る が 、 文 部 科 学 省

は先 に 記 した とお り誇 りを も っ て と らえ 、 そ の 土 台 の 上 に 新 た な 教 育 を築 く とい うス タ ン

ス で あ る。 それ に対 し、経 済 産 業 省 は 「これ ま で の教 育 の あ り方 を 否 定 す る も の で は 決 し

て な い 。 … 子 ども達 を教 室 とい う学 び の 場 に集 め 、 専 門家 で あ る優 秀 な 教 師 が 、 学 習

指 導 要 領 に基 づ い て 一 律 の 内 容 を 一 斉 に 、 主 に 一 方 向 的 に 付 与す る こ とが 、 当時 考 え うる

最 も効 率 的 な指 導 方 法 で あ った 」(1-2頁)と 、これ ま で の 教 育 を 肯定 的 に評 価 しっ っ も、

「新 しい 教 育 の あ り方 を 、過 去 の 成 功 体 験 の 呪 縛 に 囚 われ ず 構 想 す る必 要 が あ る」とす る。

つ ま り 「従 来 の 教 育 の 良 さは 継 承 しつ つ 」(2頁)と 記 して は い る も の の 、 これ ま で の 教

育 に 囚 わ れ る こ とな く刷 新 的 な教 育 を生 み 出 そ う と して い る。

この これ ま で の 教 育 へ の 評 価 の違 い は 、 これ ま で の 学 校 が 取 り組 ん で き た 全 人 的 な 教 育

や 福 祉 的 な役 割 へ の 尊重 の 違 い で もあ る。 従 っ て 、文 部 科 学 省 で 強 調 され て い た 「誰 一 人
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取 り残 さ な い 」 とい う理 念 が 経 済 産 業 省 で は ほ とん ど見 られ な い 。 「個 別 最 適 化 」 は 当然

「個 」を 人切 に して い る。 しか し、経 済 産 業 省 の提 言 の 中 で 意 識 され て い る 「個 」は 、 「特

に 、 不 登 校 の 子 ど も達 、発 達 障 害 の 子 ど も達 や 、 ギ フ テ ッ ドと呼 ば れ る例 外 的 に 高 い 知 能

や 特 性 を持 っ 子 ど も達 、さ らに そ の 両方 に 当 て は ま り二 重 の 意 味 で例 外 的 な特 性 を持 っ2E

(TwiceExceptional)と 呼 ば れ る子 ど も達 」(11頁)で あ る13)。 す な わ ち、 そ こに は 、

経 済 の 成 長 の た め に優 れ た 才 能 を持 つ 子 ど もを 育 む とい う理 念 が そ の 基 盤 に あ り、経 済 産

業 省 の 「個 の 尊 市」 は 「進 め る子 は 進 む 」 とい う政 策 と表 裏 に あ る。

以 トの二 つ の 側 面 す な わ ち 「協働 的 な学 び 」 の 軽 視 と学 校 の福 祉 的 役 割 の 軽 視 か ら、 経

済 産 業省 が 描 く教 室 の 姿 を も う少 し具 体 的 に イ メー ジ して み る。 経 済 産 業 省 の 提 言 の 中 に

「協働 的 な学 び 」 が ま っ た く語 られ て い な い わ け で は な く、 「基 礎 的 な知 識 につ い て は 子

ど も達 がEdTechを 活 用 して 自学 自習 し、疑 問 点 は子 ど も達 同 士 の 学 び あ い や 教 師 へ の 質 問

に よっ て 解 消 す る」(12頁)と い う記述 も見 られ る 。そ して 小 学 校 算 数 の授 業 が 紹 介 され 、

そ こで は 「『学 習 が 進 ん だ 子 は周 りを助 け よ う』 とい う教 師 の指 示 に応 じて 、 学 び あ い や

活 発 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン に繋 が っ た 」(12頁)と い う 「協働 学 習 に よ る学 び あい 」 が 例

示 され て い る。

しか し、 提 言 が 実 行 され る と、 この よ うな 子 ども 同 士 の 学 び あ い や 助 け合 い が教 室 の[

常 的 な 風 景 とな るで あ ろ うか 。 提 言が 強 調 して い る こ との 中 に 、 学 び を個 別 最 適 化 させ る

た め に は 「標 準授 業 時 数 や 、 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く学 年 ご との 学 ぶ べ き 単 元 の 縛 り等 の 制

約 を緩 和 す べ き 」 と し、 ま た 「履 修 主 義 」 で は な く 「『到 達 度 主 義 』 に基 づ く評 価 と、 そ

れ に 基 づ く授 業 編 成 を導 入 す べ き 」(2頁)と あ る。 この こ とを 具 体 的 な 教 室 風 景 と して

イ メ ー ジす る と、 「子 ど も達 は一 人 ひ と りそ の 学 習 の ス ピー ドが 異 な り、 教 科 ご との 得 意

不 得 意 も あ ろ う。 同 じ教 室 にい る 一 人 ひ と りが 異 な る 教 科 や 単 元 を 学 ん で い た らお か しい

だ ろ うか 」(14頁)と い うこ とに な る。 っ ま り、 この 教 室 で は 学 び の個 別 化 が進 行 し、進 め

る 子は どん どん進 む 、 これ ま で 取 り残 され て き た 子 もそ れ な りに進 む 。 た だ しそ の 学 力 格

差 は これ ま で 以 上 に大 き くな り、子 ど も達 の 分 断 が進 み 社 会 関係 資 本 は失 わ れ て い く。

4.結 び:個 別 最 適 化 され た 学 び と協 働 的 な 学 び との ベ ス トミ ック ス

文 部 科 学 省 の 「中 間 ま と め」 が 「誰 一 人 取 り残 さな い 」 とい う理 念 を根 幹 に据 え て い る

こ とは す こぶ る 市要 で あ る。 なぜ な らば 、 そ れ は 子 ど もの 教 育 を 受 け る権 利 の 保 障 、 ウ ェ

ル ビー イ ン グ の保 障 を公 教 育 が そ の 責 務 と して 担 う、 そ の こ とを 示 す 言 葉 だ か らで あ る。

しか し、 こ の文 部 科 学 省 の 理 念 が そ の ま ま政 策 と して 実 施 され る と考 え る こ とは楽 観 的 す

ぎ る。 な ぜ な らば 、ICTの 活 用 や 個 別 最 適 化 とい っ た 点 に お い て 、 文 部 科 学省 の提 言 と経

済 産 業 省 の提 言 と は重 な る部 分 も多 く、文 部 科 学 省 も 「ギ フ テ ッ ド」 に 言 及 して い る14)。
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今 後 、 政 策 形 成 ・実 施 の ダ イ ナ ミ クス に よ りどの 要 素 が 強 調 され て 教 育 政 策 が 実 現 され る

の か は 予 断 を 許 さな い。

と も あれ 、 「誰 一 人 取 り残 さな い 」 とい う理 念 を基 盤 にお い て 、 「個 別 最 適 化 され た 学

び と協働 的 な 学 び の ベ ス トミ ック ス 」 を行 う教 育 課 程 とは どの よ うな も の に な る の か を最

後 に検 討 す る。 た だ そ れ を見 つ け 出 す こ とは そ う簡 単 な こ とで は な い 。 そ の 象 徴 が 特 別 支

援 教 育 で は な い か 。2006年 の 学 校 教 育 法 の 改 正 に よ り、障 が い の あ る子 ど もの 教 育 制 度 は

大 き く変 わ っ た 。 そ して 、 そ の教 育 で 求 め られ て い る こ と は 、 障 が い の あ る子 ども とな い

子 ど も とが 同 じ場 で と もに 学 び あ う一 協働 的 な 学 び 、 と個 々 の 子 ど も の教 育 的 ニ ー ズ を満

たす=個 別 最 適 化 され た 学 び 、 とを と も に満 た す イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の は ず で あ る。 と こ

ろ が 、現 実 に は 「多 様 な 学 び の場 」 が川 意 され 、2007年 以 降 「場 のイ ン クル ー ジ ョン」 と

は逆 に 、 特 別 支 援 学 級 や 特 別 支 援 学 校 で 学 ぶ 子 ども達 が 増 加 して い る。 上記 二 っ の 学 び を

満 た す観 点 か ら、 こ の 現 状 を ど う評 価 す るか は 、か つ て養 護 学 校 義 務 化(1979年)の 際 に

生 じた 「共 生 教 育 論 」 と 「発 達 保 障 論 」 間 の 今 日ま で 長 く続 く論 争 で も あ る(武 井2020

参 照)。 こ の よ うに、 この ベ ス トミッ ク ス に 明 解 な答 え を 出す こ と は難 しい が 、 現 在 考 え

るベ ス トミ ッ クス の た め の 原 則 を い くつ か示 して お き た い 。

第 一 に 「進 め る子 が進 む 」 よ り も 「これ ま で 救 え な か った 子 を 救 う」 を原 則 と した い 。

石 井(2020)は 能 力 別 の 学 級 編 成 や 指 導 が 格 差 を 拡 大 させ る危 惧 が あ る こ と を 示 して い る

(116頁)。 同様 に安 易 な個 別 最 適 化 は 子 ど も達 の 学 力 格 差 を拡 大 させ 、子 ど も達 の 分 断 、

仕 会 の 分 断 を 生 み 出 しか ね な い 。 一 方 、 障 が い の あ る 子 ど もや 不 登 校 の子 ど も、 長 期 人 院

中や 外 国 人 の子 ど も に とっ て は 、個 別 最 適 化 され た学 び は 福 音 と もな り得 る。 これ ま で 学

校 に 通 え な か っ た 子 ど もが 、 休 校 期 間 中 に オ ン ライ ン を とお して 学 校 の学 び に参 加 で きた

ケ ー ス は多 くあ る。 これ が 個 別 の 参加 で あ っ た と して も、 そ こに他 の 子 ど もが 参 加 し協 働

的 な 学 び に発 展 させ る こ と もで き る。 外 国人 の 子 ど も達 に は外 国 語 の デ ジ タ ル 教 科 書 の 出

版 が進 ん で い る。 これ も 協働 的 な 学 び に繋 が る個 別 最 適 化 で あ る 。 一 方 、 支 援 員 に代 わ っ

てAIが 障 が い の あ る子 ども の 支 援 を行 うこ とも 可 能 とな る か も しれ な い が 、そ れ だ け で は

個 別 最 適 化 され た 学 び とな って も、 協 働 的 な 学 び とは 言 え な い。

第=に 、 上 記 を踏 ま え る と、ICTは 個 別 最 適 化 だ け で は な く、 む しろ協 働 的 な学 び 、 例

え ば オ ン ライ ン上 で の教 材 の 共 有 や デ ィ ス カ ッ シ ョン 等 に 活 用 した い 。

第 三 に、ICTの 利 用 が 機i械 的 な 個 人 学 習 や パ ッケ ー ジ化 に 陥 っ て は な らな い。ICTが 十 分

に活 用 され て い な い 今[の 学 校 の状 況 はす で に み た。 この 状 況 で 「一 人 一 台 タブ レ ッ ト」

が始 ま る。果 た して タ ブ レ ッ トが 効 果 的 に 活 川 され る の か。学 校 現 場 が 対 応 で き な い ま ま 、

例 え ばICTに よ る 白習 べ 一 ス の 白 由進 度 型 ド リル 学 習 に 陥 っ て しま う と、 プ リン トを 用 い

た 穴埋 め学 習 の よ うな知 識 の 獲 得 や 丸 暗 記 で と どま る。 ま た 、 そ れ は学 習 の 進 度 を個 別 化
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は で きて も(進 め る子 は進 む)、 個 別 最 適 化 で す らな い 。 あ る い は 文 部 科 学 省 が タ ブ レ ッ

トの活 用 モ デ ル を示 す こ と も考 え られ る。 そ の 場 合 、 文 部 科 学 省 に そ の意 図 は な く と も教

育 委 員 会 レベ ル で パ ッケ ー ジ化 され 画 一 的 に 実 施 され か ね ない 。

最 後 に、 先 に 指 摘 した 「教 育 に 向 き あ う文 化 の 違 い 」 に よ る 「家 庭 間格 差 」 は 、ICTの

活 用 に お い て依 然 と して残 る こ と も、 確 認 して お き た い 。

注

1)学 校保 健安 全法20条 に 「学 校 の設置 者 は、感 染症 の予 防上必 要 があ る ときは 、臨時 に、学校 の全部 又

は一部 の休 業 を行 うこ とがで きる」 とあ り、 臨時休 業 とす る権 限は学校 設 置者 に ある。

2)た だ し、6.月1日 現在 で公 立学校 の99%が 学 校 を再 開 した が、そ の内全 面再 開 した学校 は55%に 過 ぎ

ない。それ 以外 は短 縮授 業(17%)や 分 散 登校(27%)を 行 った。(文 部科 学省 「新型 コロナ ウイル ス

感 染症 に関す る学 校 の再 開状況 につ いて 」)

3)文 部 科 学省 の調 査 に よる と、6月1日 の時 点で99。7%の 学 校(1066校)が 授 業 を実施 してい る。しか し、

そ の授業 方 法は 、対面 と遠 隔授 業の 併用 が30。2%、 遠 隔授業 のみ が60.1%で あ った。(「 新型 コロナ

ウィル ス感染 症 の状況 を踏 ま えた大 学等 の授業 の実 施状 況」2020年6月5日)

4)文 部 科学 省 の8月25日 か ら9月11日 間 の調 査 に よる と、す べて 対面 で授業 を行 っ てい る学校 は19.3%

(205校)だ った。(「 大学等 にお け る後期 等の授 業 の実施 方針 等 に関す る調 査」2020年9.月15日)

5)要 は 、最 終学 年以 外 の児童 生徒 につ いて 、2020年 度 に終 え られ なかっ た学習 指導 要領 を2021年 度 以

降 に指導 して もよい とい うこと。
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上の 図 は、小 学 生、 中学 生 、高校 生 ご とにオ ン ライ ン教 育 を受 けて い る割 合 を示 して い る(出 典:

多 喜 、松 岡)。 「地域 間格差 」 につ いて は、す べて 「三 大都 市圏 」の方 が 多い こ とが わか る。

7)こ の後 論 じる2020年10.月7日 に発 表 され た 中教 審初 等 中等分 科会 『 「令 和 の 日本 型学校 教 育」の構

築 を 目指 して(中 間ま とめ)』 で も次 の とお り述 べ られ てい る。 「域 内の 一部 の学校 がICTを 活 用 し

た 取組 を実施 しよ うと して も他 の 学校 が対応 で き ない場合 には、域 内全体 と してICTの 活 用 を控 えて

しま った事例 もあ る」(20頁)
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8)文 部 科 学省 は2020年4月23日 付 の都道 府 県教 育委 員会宛 事務 連絡 「新型 コロナ ウイ ル スに よ る緊 急

事 態宣言 を受 けた家庭 で の学習 や校務 継続 の ため のTCTの 積 極 的 活用 につ いて」でTCTの 積 極的 な活 用

を促 しつ つ情 報セ キ ュ リテ ィの確 保 に留意 す る よ う、入 念 に求 めてい る。

9)厚 生 労働 省 も令和 二年度 補正 予 算で生 活保護 世 帯 にTCTの た め の通信 費 を支 給す るこ とを決定 した 。

(厚 生 労働省2020年5A15日 付 事務 連 絡)

10)例 え ば、萩生 口光 一(2019年12月19目)「 文 部科学 大 臣メ ッセー ジ」、文 部科学 省(2020年6月

9日)「 『学び の保 障』 のた めの学 習指 導 につい て」 、文部 科学省(2020年7月7日)「 『GIGAス ク

ール 構想 』 につ いて」 等参 照。

ll)第 一 次 提言 でEdTechは 次 の とお り説 明 され る。 「『EdTech』 と い う用 語 を、テ ク ノロジー を活用 し

て 教育 に変革 をもた らすサ ー ビス ・技 法 を指す もの と して、またサ ー ビス ・技 法 を構成 す る要素 テ ク ノ

ロジー その もの を指す もの と して も用い てい る」。

12)こ の 経 済産 業省 の発 想 を石井(2020)は 、 基礎 的 な知識 を 「習得 」 して か ら活 川 に向 か う 「知識 と

思 考の段 階論 的分 担論 」(55頁)と して批判 してい る。

13)2Eと は 「発 達障 害 と優 れ た才能 を併 せ も ち、 二重 に特 別 な教育 ニ ーズ のあ る子 どもの こ と」(11

頁)と 説明 され てい る。

14)「 中 間ま とめ」で は 「最 先端 の アカデ ミ ックな知 見 を用 い た特定 分野 に特 異 な才能 を持 つ児 童 生徒

に対す る指導 につ い て、実 証 的な研 究 開発 を進 め る ことが必 要で あ る」(62頁)と 述べ てい る。

引用 文献

赤 沢早 人(2020)「 カ リキ ュラム ・マ ネ ジメ ン トで 『教 科書 をこなす 』発 想 を変 え る」 『教 職研 修』 編 集

部編 『ポス ト・コ ロナ の学校 を描 く』 教育 開発研 究所

石 井英 真(2020)『 未 来 の学校:ポ ス ト・コ ロナ の公教 育 の リデ ザイ ン』 口本標 準

高橋哲(2020)「 新 型 コ ロナ ウィル ス臨 時休 業措 置 の教 育法 的検討(二):学 校 再 開後 の子 どもの 『学

び の保 障』 をめ ぐって 」 『季 刊教 育法 』206号

多 喜 弘文、松 岡亮二(2020年9月19日)「 新 型 コロナ禍 にお け るオン ライ ン教 育 と機会 の不 平等:内 閣

府 調 査 の個 票 デー タ を用い た分析 か ら」

武 井哲 郎(2020)「 障 害 の有 無 によ る分離 に抗 す る教育 委員 会 の役害「」:イ ンクルー シブ教 育 をめ ぐ る二 つ

の"正 義"の は ざまで 」 『日本教 育行 政学会 年報 』46号

福 島健 介(2020)「 休 校 中の現 実か ら 『GIGA構 想 』 をみ る」 『季 刊教 育法 』206号

一31一


